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新
年
度
予
算
は
関
十
閤
億
八
千
万
円

V
支
給
方
法

む
月
末
・
ト
二
月
末
・

米
町
一
一
一
刻
に
分
け
て
‘
そ
め

お
叫
月
分
ま
で
的
穏
を
支
給
し

ま
す
命

受
給
資
絡
や
出
T
蛸
酬
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
後
一
昨
臨
時

魚
謙
三
(
定
)
八
二
i
d

ぷ
市
川
崎
将
二
三
二

沼
利
回
十
九
線
第
一
…
滅
後
問
中
市
議
会
は
、
三
月
十
一
誌
か

ら
三
月
二
十
六
日
ま
や
句
会
銀
十
六
日
倒
的
日
程
で
間
関
か
れ
ま

!
な本
会
殺
で
は
、
一
二
十
七
件
の
線
終
と
十
…
持
げ
の
晴
樹
開
制
・
際

協
が
え
緩
き
れ
仏
、
議
案
三
十
四
件
が
汚
淡
し
ま
下
し
た
。

鵠
隅
郡
朝
・
談
後
H
H

十
件
け
が
採
択
さ
れ
、
一
ω
持
が
倣
馳
総
務
官
就
に

役
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
可
決
し
た
綴
祭
の
う
ち
、
昭
和
悶
十
九
年
波
一
一
総

会
計
予
算
を
は
ヒ
め
、
弁
会
計
の
予
薬
師
概
略
合
一
…
…
闘
に
翁

載
し
ま
し
た
。

ね
た
き
り
毒
入
扶
養
者
福
桂

手
当
を
支
給
し
ま
す

話
出
国
間
協
控
な
方
を
持
抗
議
し
て

い
る
方

世

v
添
市
輔
の
叩
概

一
人
に
つ
き
月
抜
一
一
一
千
円

出
中
晴
樹
手
緩
急
な
ど
詳
し
〈
凶
以

来
役
所
問
中
成
総
へ
e

〈後
)
λ

一一

l
一
…
双
山
門
紬
綿
一
…
約
五

保
持
手
当
を
支
給
し
ま
す

五
対
閉
門
的
別
品
双
子
喝
を
H
凡談会会
4

F
向
に
引
き

k
げ
ま
し
た
。

(
則
市
議
終
〉

国
保
の
助
産
費

…
一
万
内
に
ア
ッ
プ

閉
閣
制
民
総
附
端
的
体
検
問
被
保
険
者

の
お
脱
出
に
か
か
る
助
産
韓
民
法
、

い
ま
ま
で
の
一
方
約
か
ら
二
万

閉
門
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

t
た
@

(
間
出
抑
陣
学
念
総
〉

敬
遊
金
は
七
十
七
歳

の
お
と
し
よ
り
に

い
ま
ま
で
徽
我
金
は
、
京
市
内

に
一
一
年
以
上
お
仲
間
み
的
機
八
十

旋
に
逮
し
た
お
部
十
議
仁
、
一

万
円
を
き
し
あ
げ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
‘
術
的
に
…

年
以
上
お
仲
間
み
の
総
七
十
台
作
酬

に
晴
織
し
な
お
年
寄
に
、

ω

一M

m
門
を
き
し
あ
げ
る
こ
と
に
を
ワ

ま

し

た

。

へ

厚

生

課

)

社
会
教
育
指
導
員

、

を

畿

翠

校
会
教
育
的
怒
異
的
…
織
と

し
て
技
会
教
官
目
指
導
銭
{
出
品
数

六
人
以
内
〉
を
設
置
し
ま
す
切

融
制
撤
特
閥
珂
件
川
、
家
庭
教
育
学
級

ゃ
い
説
得
火
惨
な
ど
社
会
教
古
百
円

分
野
に
お
い
て
復
後
蜘
知
得
し
た

η
，
、
学
捌
闘
相
談
に
総
ヒ
た
り
、

あ
る
い
は
社
会
教
資
問
刷
協
抑
制
問

成
な
ど
を
行
な
い
‘
被
災
の
み

な
き
ん
の
学
習
要
求
に
惚
止
ま

寸

。

(

社

会

教

育

課

)

符
政
栂
説
委
員
に

一
回
一
井
氏
決
家
る

粛
は
、
申
市
陥
刊
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
拠
品
開
凡
、
ご
救
援
あ
る
い
は

心
総
ご
と
な
ど
抑
制
で
も
お
気
綬

に
抑
制
談
い
た
だ
〈
た
め
、
月
一

図
的
行
政
相
知
淡
・
入
品
部
議
場
雌
抑
制

絞
を
行
な
っ
て
い
ま
?
"

い
ま
ま
で
は
、
行
政
相
閣
議
委

員
と
し
て
は
校
浴
議
光
永
(
縁

一
丁
目
三
番
一
一
十
八
営
・
弁
議

公
)
だ
け
で
し
た
が
、
ょ
の
た

び
、
人
口
増
仁
陥
け
い
、
給
油
州
事

批
判
を
附
門
滋
・
活
発
に
退
め
て
い

〈
た
め
、
次
的
と
お
り
、

時
叫
紹
談
後
闘
料
と
し
て
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
持
緩
い
し

ま
す
。我孫
子
市
寿
一
の
開
閥
抗
w
d
ぷ
十

六

三

井

臨

時

三

明
治
三
十
六
年
一
月
十
七
日

〈
暗
唱
〉
八
一
一

i
四
回
一
=
一
。

市
鴻
明
会
議
貨
の
う
ち
か
ら
滋

終
す
る
絞
殺
飛
躍
凹
践
に
は
、
次
持

方
が
滋
ば
れ
ま
し
た
@

我
晴
山
子
市
栄
ト
ス
内
十
五

関

桜

平

治

大
正
五
年
一
吋
釣
月
一
一
円
口
ゑ

出
制
定
資
産
評
摘
瀞
地
別

委
銭
会
委
員
に

機

辺

重

氏

井書官.:f走

間
期
出
品
資
濃
部
貯
鏑
審
査
委
員
会

議
総
践
的
任
錦
繍
了
に
よ
り
、
次
的

か
が
後
刊
は
惜
官
民
に
選
任
さ
紅
ま

し
た
。続
徹
子
市
務
一

γ悶肘吋一一欝二

ト
八
叫
す
時

代

辺

議

開
明
治
つ
一
十
六
加
十
三
月
ス
ト
八

日
M

中一

身
体
降
客
の
方
に

締
婚
相
金
を
支
給

身
体
昨
押
噌
計
約
主
的
特
縮
機
を
健

相
同
し
、
税
金
を
き
し
ゐ
げ
、
更

生
町
促
進
一
を
酬
期
待
し
ま
す
a

市欝警警繋f水と緑のふるさとiを
金堂帯広お配りします

世
市
は
、
私
た
ち
町
ふ
る
芽
と
金
よ
号
災
f

わ
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
‘
そ
し
て
市
め

こ
れ
か
ら
を
…
絡
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
紬
吋
縦
波
1
i
黙
と
旧
制
の
ふ
る
さ
と
」
者

発
行
し
、
ん
液
晶
執
務
に
お
偲
り
し
ま
す
。

臨
時
中
に
後
世
叩
い
た
し
ま
す
。
も
し
、
お

手
も
と
に
逐
か
な
い
場
合
は
、
金
一
割
譲
(
八

一一ゐ
6556331

一
一
五
一
内
線
一
数
〉
へ
ご
遼
絡

〈

ど

さ

い

。

〈

ふ

誠

一

側

議

)

〈
高
額
藍
療
制
度
が
発
是
〉

自
己
長
握
月
三
万
円
を
こ
え
る

医
療
費
は
関
保
が
鈴
祖
し
ま
す

官
同
制
刷
機
幾
柑
同
支
給
制
制
度
が
、
③
際
線
機
関
か
ら
山
関
さ
れ
る
診

昭
和
側
十
九
都
-m
間
総
月
一
誌
か
ら
療
鋭
機
織
常
事
務
総
世
情
へ
泌
常

発
足
し
ま
し
た
a

レ
セ
プ
ト
と
い
っ
て
い
る
)

高
額
療
養
授
と
は
、
被
係
険
に
よ
っ
て
交
私
わ
れ
ま
す
。

殺
丹
+
々
が
お
怠
忠
告
さ
ん
に
か
か
実
際
に
支
払
わ
れ
る
の
は

っ
て
、
出
国
己
負
花
鋭
が
…
カ
月
診
樹
君
を
受
け
た
月
か
ら
一
均

一
一
一
万
開
門
を
こ
え
た
場
合
に
、
そ

M

月
山
幌
市
民
あ
と
に
な
り
ま
す
。

め
ニ
え
た
綴
を
国
民
鰻
康
保
続
出
w
話
人
市
問
機
柑
H
受
給
者
一
品
で
お

が
お
民
総
す
る
剣
山
は
で
す
。
附
間
労
帯
ん
に
か
か
っ
て
い
る

甲

山

門

務

方

〈

七

ト

段

以

上

的

方

、

六

①
高
幅
削
療
薬
演
は
、
然
体
問
捻
努
十
五
段
以

K
の
綴
た
き
り
基

分
だ
け
で
あ
号
、
保
険
診
療
人
)
は
、
い
ま
ま
で
と
附
ヒ

以
外
丹
も
の
〈
特
別
犠
料
‘
閣
官
堵
酬
で
診
醐
棺
ふ
伊
h
d

吹
け
晶
ζ
t
o

品
樹
制
刊
で
認
め
る
勾
れ
て
い
る
淡

m
邸
主
日
目
桁
市
議
の
予
判
明
さ
は
、

時
醐
拠
同
級
等
)
は
材
製
と
な
ら
悩
闘
M

民
抽
出
権
保
険
古
同
放
機
幾
鞠
院

会

い

。

支

帆

桁

巾

叩

読

書

」

に

領

収

遂

を

倹
一
人
的
俄
係
険
者
M

ぺ
問
問
と
添
え
て
、
印
か
ん
持
参
の
う

同
月
内
に
問
問
じ
阪
府
慨
棉
時
期
間
(
入
え
山
中
明
附
し
て
く
だ
さ
い
。

世
出
・
噛
瑚
隊
・
肋
槻
M
H
同
地
開
時
〉
に
主
中
総
附
附
祉
制
は
、
問
問
停
車
相
補
国
保

払
っ
た
同
開
時
間
体
同
緩
め

a
G負
担

s

金
諜
間
関
係
開
聞
に
み
り
ま
す
。

担
金
が
コ
…

H
同
門
を
こ
、
え
る
と
へ
附
闘
出
陣
年
余
禄
」

き
文
絵

話量i墨宣華 民

統
一
会
町
村
刷
は
次
の
と
お
り
で

す。軍
一
級
か
ら
出
…
級
ま
で
の
身
体

抽
陣
噛
世
翁

τ
一
方
向

V

箇
緩
和
ら
盗
品
組
組
ま
?
の
身
体

抽

障

害

者

一

万

m
門

V
六
朗
棋
の
身
体
障
害
者一
万
湾

総
品
滅
的
金
銭
手
絞
き
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
中
前
後
緑
務
生
謀
、

(電

)
λ
一一?????……五一

ム
内
線
二
四
五

900 
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間
唱
和
四
十
九
年
務
↓
闘
定

制
問
事
綴
舎
に
お
い
て
、
沼
和

問
問
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算

を
は
と
め
、
各
特
別
会
計
子

算
お
よ
び
上
水
滋
務
裁
会
計

予
算
が
哨
可
決
し
ま
し
た
の
で

僚
絡
を
級
品
n
い
た
し
ま
す
8
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一
日
総
会
計
予
算
同
体
、
総
蛸
制
限

十
問
問
後
七
千
九
百
万
開
門
ほ
ど
で

前
総
後
議
初
予
算
三
十
億
一
一
千

邸
主
義
万
閉
門
に
比
べ
、
削
悶
十
八
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
揃
哨
k
大
き
く
品
押

び
ま
し
た
除

前
年
度
に
比
べ
盟
十
八
%
増

セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
閉
闘
が
受
糾
問
す
る
地
方

交
付
税
は
、
・
沼
地
時
一
千
万
円
を

関
見
込
み
、
十
五
E

九
パ
ー
セ
ン

ト
を
δ
め
、
市
税
と
怨
ん
で
除

臨
時
間
据
障
と
し
て
滋
淡
な
も
の
で

す。
市
内
没
入
念
で
あ
る
市
壌
は
、

近
捕
時
八
千
九
一
白
九
十
万
円
で
、

会
体
的
十
一
一
一
・
一
一
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
が
‘
し
尿
隔
地

調
嶋
崎
明
域
改
築
楽
裁
を
ど
各
種
建

数
楽
器
端
的
財
源
と
な
る
も
の
マ

す。
使
い
み
ち
が
附
明
般
に
執
間
後
き

れ
た
時
間
線
〈
脇
村
総
叫
問
調
叩
)
や
ヲ

ち
に
悶
糊
向
勝
支
出
似
品
車
が
あ

q
ま
す

が
、
本
年
度
同
時
、
箇
出
陣
七
千
九

百
万
円
ほ

rで
、
わ
ず
か
余
体

的
十
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

こ
め
織
効
率
を
も
っ
と
引
き

上
げ
、
術
的
超
過
負
隔
操
を
な
〈

L
・
時
雨
時
叫
を
圧
渇
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
紋
燃
に
ゆ
L
入
れ
て

い
ま
す
。

殺
人
予
算
の
一
一
一
十
五
・
茨
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
中
市
制
棋
は
、

十
五
億
入
手
八
百
回
万
附
門
で
劫
関
与

疫
に
比
べ
、
一
一
一
ト
附
悶
・
七
パ

i

(2) 

¥
1
1
/

験
出
揃
予
築
に

叩
樹
海

d

お
い
て
は
、
，
教

一
一

'P
一
省
繋
が
九
慾
ニ

F

動

串

」

千

百

万
m
門で
A
搭

/
i
¥

品
格
的
一
…
十
・
ム
ハ

パ
i
セ
ン
ト
を
お
め
で
い
ま
す
e

本
学
段
以
、
第
一
ニ
小
町
改
築
、

輸
抑
制
開
小
の
プ
i
ル
怒
刊
紙
、
欄
間
総

会加問
A
e
お
よ
び
閣
制
裁
や
ぬ
潟
地

取
得
事
業
な
ど
を
料
引
い
、
教
育

協
殺
を
気
炎
き
せ
て
い
き
ま
す
窃

幼
児
関
五
歳
児
に
は
‘
県
消
学

扶
助
を
萩
設
し
3
ま
た
、
小
山
ザ

学
校
児
意
没
後
い
い
は
、
学
期
闘
文

兵
輔
践
を
交
付
し
、
父
兄
的
負
担

甑
鴨
神
内
線
後
世
論
ヒ
ま
し
た
。

位
協
会
教
育
費
に
位
、
側
紳
士
的

臨
時
史
を
よ
り
よ
い
形
で
拍
携
帯
…
に

残
す
た
め
に
、
市
東
側
輔
さ
ん
繋

を
新
総
し
ま
し
た
。

2 U章2，617]jfIl

繰越金 i議3，∞a万円
察3芝泌霊長

そのf忠
君億7，03775円

¥
l
/

小
中
水
授
は
、

~

ト
h

p

J

・
九
捕
時
中
ハ
ぽ
万
円

叩

ω

a

，
…
ほ
ど
で
、
松
山
山

川

土

~

予

算

時

二

十

ノ
f
i
t
¥

ニ
パ
!
セ
ン
ー

を
占
め
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
、
街
路
卒
業
一

陣
間
六
千
三
否
万
円
、
二
・
一
一
…
第

一
号
線
湾
総
笑
殺
を
、
遊
休
と
す

る
用
地
対
策
稜
…
鍛
え
千
九
日
時

万
m
円
、
戦
孫
子
談
後
口
区
耐
削
整

漆
泰
裁
を
は
と
め
、
各
区
爾
抗
措

酬
明
務
骨
端
的
早
織
完
成
を
棚
朗
し
、

昨
比
一
期
整
理
事
業
費
)
務
次
千
百

万
丹
、
環
境
的
災
化
、
き
ち
に

汚
水
の
微
熱
的
処
現
に
公
開
出
資

八
千
九
日
田
万
円
、
都
市
下
水
路

資
五
千
附
四
百
万
開
門
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
ま
し
た
@

¥
1
l
/

部
開
銭
授
は
、

叩

L
↑L
F

七
出
時
五
千
三
百

一

2
い
し
一
方
的
ほ
ど
や
¥

F

姐
輔
円
」
続
財
同
予
築
時
十

/
i
t、
、
ふ
ハ
・
八
パ

i
セ

ン
ト
を
お
め
て
い
ま
す
e

務
総
は
、
し
尿
処
濯
機
域
改

築
工
事
に
二
胸
部
一
一
一
千
万
閥
、
パ

考
ュ

l
ム
ネ
と
ご
み
収
集
躍
的

幾
人
に
約
が
浪
夜
万
丹
、
が
ん

後
始
献
や
総
絞
予
防
検
診
を
ど
の

検
診
委
託
料
九
百
万
阿
間
差
別
削
ふ

い
た
し
ま
し
た
a

磯
崎
明
肺
結
綴
が
数
獲
説
き
れ
て

い
晶
今
門
口
、
官
制
左
し
て
は
、
子

資
制
巾
流
域
下
水
道
が
一
日
も
問
中

〈
完
成
す
る
こ
と
を
闘
い
、
負

担
担
金
一
億
F
笈
消
防
沼
市
内
ほ
ど
支

山
闘
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
付
磁
し

て
礎
的
公
共
下
水
道
事
裁
を
務

備
す
る
た
め
に
公
共
下
水
滋
楽

業
特
別
会
計
ヘ
ス
千
六
百
万
mn

は

r総
出
叫
し
い
が
ん
し
ま
す
象

ま
た
、
総
求
人
口
が
増
ん
測
し

て
器
ま
し
た
上
水
遂
事
裁
に
は
、

こ
の
拡
張
問
た
め
の
お
資
金
一

子
万
円
を
支
出
似
し
ま
ず
。

k
l
/

閥
均
魚
崎
H
は、

町

恥

包

J

ム
八
時
田
六
千
六
百

…

J
一
一
万
湾
問
砧
ど
で
、

一
お
四
日
}
続
出
子
終
的
十

/
f
i
k、
双
パ

i
セ
ン
ト

を
お
め
て
い
ま
す
阜

ま
ず
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
は
、
本
体
工
事
縫
…
悠

二
百
万
円
を
予
築
計
よ
し
、
一

S
も
悶
↑
〈
府
知
総
き
比
耳
、
お
年
寄

の
方
々
に
務
ん
で
創
刊
岡
市
し
て
い

た
だ
〈
こ
と
を
欄
期
待
し
て
お
り

ま
す
e

保
管
対
策
と
し
て
は
、
録
保

管
制
闘
が
発
践
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
披
畿
究
室
丹
増
員
を
は
か

る
た
め
に
プ
レ
ハ
ブ
で
は
あ
号

ま
す
が
夫
玄
品
副
総
緩
め
仮
設
保

脊
繍
縫
紋
脚
胸
中
ハ
託
方
向
を
計
上

し
ま
し
た

悩
加
仏
置
は
、
身
体
帥
陣
努
お
総
投

に
八
否
五
十
万
円
.
蛾
開
油
開
簿
弱

者
指
摘
訟
に
丸
山
悶
万
円
、
老
人
医

療
液
中
ハ
千
約
一
自
万
円
を
主
体
と

す
る
名
人
様
設
費
に
八
千
七
一
8

万
内
を
計
上
し
ま
し
力
。

新
た
に
設
け
た
手
当
…
に
は
、

ね
た
魯
り
滋
λ
荻
義
者
一
禍
祉
手

滋
一
一
波
万
閥
、
乳
幼
出
品
者
お
も

ち
の
係
議
者
が
労
橡
や
然
然
に

よ
号
、
め
ん
ど
う
を
み
る
こ
と

が
で
き
ず
然
精
密
他
に
委
託
し

て
い
る
カ
に
支
給
す
る
保
脊
手

翁
五
百
五
十
万
河
を
捻
滋
し
ま

し
た
が
、
相
罰
金
と
し
て
、
身
品
再

構
陣
噌
胃
袋
拙
相
拙
時
制
問
品
濃
川
…
十
万
阿
も

一
ず
終
に
鮎
削
e

よ
し
ま
し
た
。

止
忠
誠
畑
出
陣
識
は
、
医
療
資
扶
助
、

住
宅
扶
劾
な
ど
の
挨
袖
四
輪
開
二
部

三
百
万
m
門
金
持
削
ぶ
し
ま
し
た
。

印
刷
阻
偶
蹄
栂
掛
端
削
開
険
卒
業
的
符
滑

な
る
巡
営
の
た
め
に
、
繰
出
向
念

…
千
百
万
円
が
支
出
き
れ
ま
す
。

特別合計の予算

|ホ年度 i続年度|比絞i

教脊陵
討議2，14吉方向

第三三小改築広務 211雪量点2脅'7iF司
祭悶小プール広務 1，8481ifll 
州国訓告書物取得 6，715方向
湖d己中湾総数f悲 8，08071fll 
主左手建費量5オ兇総話器扶助 450万災

フド 幾
号線636万円

1オこ

出

民生善費 6綴6，562万円

;話人福祉センター総数
H車2∞万内

叉ミE合後言童保育自閉 600万円
身罪事者福祉 85071f号
機簿領投 書官OnF号
殺人?福祉 畠.1鈴万F守

し尿処互理主善治改築 2訪露3，0ω万F号
清隷益事務λ 1.500万湾
奇込書聖illiJ電波下水道 11章1.500万F寺
公共下水道へ総出 2ぷぬまま汚
上水道事業へ機習を 2，00071内

901 



(3) 

手議場

:芝物心経夜中主

手
掛
H
泌
は
柑
叫
材
開
子
市
民
抑
止
中

吋
閉
め
い
こ
い
の
明
暗
と
し
て
、
会

〈
か
ら
多
く
の
人
遂
に
親
し
ま

れ
て
ま
い
暗
ま
し
た
@

こ
の
雄
大
な
自
然
環
境
の
キ

で
‘
近
隣
釣
愛
好
者
の
交
歓
を

か
ね
て
、
市
民
的
皆
様
に
、
つ

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

我
徹
子
市
、
我
誠
子
鵠
問
先
協
会
、

拘
利
時
間
子
市
釣
魚
漆
合
会
進
出
摺
に

よ
る
、
縦
一
ぷ
閉
闘
技
孫
子
世
叩
ふ
な

釣
り
大
会
合
行
な
い
ま
す
。

V
悶
時
五
丹
江
一
日
〈
税
関
い

午
酬
削
況
時
吋
か
ら
午
後
一
…
脇
町

軍
総
一
前
北
劇
部
手
朝
刊
沼
排
水
路

あ
け
ぼ
の
僚
か
ら
海
部
排
水

路
と
の
A
ロ
滋
点
ま
で

智
会
紫
大
人
二
百
円
小
人

(
中
学
生
以
下
)
百
向

V
品
官
級
資
抽
惜
ど
な
た
で
も
自

市
出
に
参
郊
で
き
ま
す
勿

wv
綴
込
み
油
間
開
捌
坤
掬
際
大
会
本

紙
附
{
附
問
料
招
成
m
悶
帥
持
続
木
駅
下

前
事
後
歩
十
F
A
分
)
に
て
、
品
4

nμ
午
前
間
開
臨
時
吋
ぶ
十
分
か
ら
午

前
例
九
時
吋
ま
晴
、
受
付
け
て
お
リ

ま
す
。

〈
此
税
措
例
慨
蹴
閣
内
線
}

線一一稼経線終
m
m
建一銭議総筆一銭信袋一術品添議一定一縫議妥黍釜袋一寝袋器袋語一議第一塁
ahz
一繁一筆意一足一慈雲震訟

本
漕
の
工
事
費
註

工

事

鹿

へ

昭
和
盟
十
一
一
一
年
十
月
に
給
水

を
期
間
品
開
し
て
か
ら
、
五
年
六
ヵ

月
が
過
ぎ
、
今
で
は
給
水
範
図

も
一
部
地
域
を
除
い
た
、
ほ
ほ

士
閉
山
門
会
竣
に
お
よ
び
、
普
及
率

は
約
六
十
一
一
一
パ

1
々
ン
ト
と
な

っ
て
お
号
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
氷
山
叩
込
件
数

件
陣
織
織
し
、
ま
た
務
務
内
物
廿
的

綿

入

合
理
化
・
込
速
化
を
ほ
か
る
た

め
水
道
給
水
準
込
納
付
金
総
疫

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
必

今
ま
で
、
♂
給
水
出
申
込
給
付

金
」
の
な
か
に
水
遊
制
判
悶
用
機
的

な
も
の
と
、
ゑ
求
払
想
ま
で
的
ぶ

樹
帯
輔
踏
を
食
ん
で
れ
制
約
ヲ
ま
し
た
e

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
‘
ニ

れ
ら
を
分
後
し
‘
本
噛
瑞
樹
刊
悶
刷
機

約
者
負
制
…
会
は
翁
役
所
水
遊
畑
出

へ
、
工
事
費
は
各
水
道
ヱ
事
市
消

へ
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
顎
い
い
た
し
ま

す
φ小

口
径
の
給
水
巾
中
中
込
納
付
A余革

晶
a晶蜘十一コ三一ニ一ミリ

J
d
F
}
ト
白
ル
庁
…
一
万
刀
削
悶門

…
…
ト
ミ
リ
メ

l
ト
ル
一
ス
一
V万汀一ス

一

千
m肉
門
で
小
守
'
。

く
わ
し
〈
は
水
滋
捌
削
〈
八
八

へ
お
問
い
合
せ

〈
だ
さ
い

〈
水
滋
制
御
〉

国
民
年
金
保
験
料
の

納
め
忘
れ
は
島
り
ま
せ
ん
か

一
月
分
か
ら
一
一
一
月
分
ま
で
的

保
険
料
納
期
は
、
一
一
月
末
富
ま

で
で
す
が
、
ま
だ
約
め
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
約
め
て
〈
だ

き
い
。昨
年
内
問
月
か
ら
今
年
の
コ
一

月
ま
で
の
傑
P

険
料
は
、
制
問
丹
市
甲

に
仙
閉
め
ま
せ
ん
と
‘
お
手
も
と

に
お
滋
り
し
て
あ
る
約
付
懇
で

は
約
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
ず
内

で
、
必
ず
今
月
中
に
抽
閉
め
て
く

だ
患
い
。

附
附
臨
問
創
刊
を
納
期
ご
と
に
約
め

て
い
ま
せ
ん
と
‘
万
ゅ
的
事
絞

め
と
事
な
ど
に
、
隊
幾
年
金
や

母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
単
品
齢
年
金
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま

す。

の議開検診

3盆
薬
問
問
問
肖
ガ
ン
X
線
検
査
内
申

込
み
は
、
二
丹
市
T
に
締
切
り
ま

し
た
が
、
制
問
北
と
滋
北
台
地
区

が
人
数
不
足
の
た
め
、
会
場
町

設
震
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
再
た
め
、
こ
内
地
援
に
隠

れ
マ
終
募
築
い
た
し
ま
す
。

榊
開
花
柚
端
ぽ
協
三
十
名

欄
開
花
品
回
線
後
一
一
ト
名

和
地
鶴
岡
に
な
ワ
じ
だ
い
縁
切
ら

せ
て
淡
撃
ま
す
が
、
市
叩
み
み
が

少
な
い
鴻
会
は
も
こ
の
総
w帆に

A

索
機
者
数
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

的
措
持
品
広
場
金
謝
料
蛸
期
し
て
い
た
だ

〈
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
す
傘
下
寺
い
.

間
醐
脳
出
年
金
持
派
険
創
刊
は
、

穏
を
滋
ぎ
る
と
時
吋
劾
に
よ
っ
て

約
め
ら
れ
な
く
な
9
ま
す
が
、

本
部
十
一
月
か
ら
緩
和
利
友
小
年
十

二
月
ま
で
の
二
年
側
関
に
奴
り
，

待
効
的
保
持
間
終
が
絞
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
号
ま
し
た

こ
の
時
効
に
な
っ
て
い
る
未

納
期
傾
向
保
体
慨
終
は
一
ヵ
尽
に

つ
き
九
百
m
門
で
す
。
〈
用
協
同
持
率
会
議
)

第一幅一一三議掛
ra--一ヨ
aaz宗一童書
-z
童話釜一一華霊童話株主務室喜一一協議喜一
ω

葺一法一緩涼一
m
m
筏総説議猿総慰霊必量一一嶋夜総袋妥袋一筆一一繁華第一一
ω

答袋一妥袋縫蕊議端霊一縫

化
学
双
ぴ

冷
凍
機
械

主
任
者
試
験

せ
っ
か
く
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
を
が
ら
年
金
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
、
探
検
創
刊
は
納
期
ご
と

に
き
ち
ん
と
約
め
ま
し
ょ
う
a

(
協
同
昨
年
金
線
)

時
吋
効
に
な
っ
た

像
換
制
約
M
V

続
め
ら
れ
家
寸

火
薬
額
保
安

捜
銃
密
試
験

国

v
試
験
陸
時
間
哨
h
判
開
出
十
九
字

五
月
一
一
十
六
日
(
註
)

午
前
九
時
三
十
分
際
絵

V
願
書
受
付
織
田
間
期
間
月
十
七

日
か
ら
密
月
二
十
六

R
ま
で

V
試
験
場
涜
千
葉
工
業
大
学

V
寄
織
の
鑓
出
先
千
築
時
晴
海

ヱ
労
働
部
工
業
譲
(
子
議
事

市
場
町
…

i
一
〉
耕
地
縁
。

間
匂
コ

i
スー…

i
J
一七一一一一

1
悶
〈
綴
滋
不
可
〉

規
制
刑
務
L

百
十
七
象
的
組
端
縫
い
い

よ
り
、
試
験
縁
側
悶
的
…
柑
慨
を
免

除
寄
れ
る
ニ
と
も
あ
れ
リ
ま
す
。

〈
わ
し
く
は
、
経
哨
例
制
棋
終
端
綿

{
八
二
ー
一
一
双
一
〉
ま
で
お

問
い
合
せ
〈
だ
さ
い
。

{
且
闘
病
情
調
酷
情
端
部
)

療

育

額
や
足
的
動
き
や
同
開
き
、
そ

の
他
肢
体
障
害
に
つ
い
て
.
心

配
あ
る
お

F
徴
的
相
談
を
行
な

い
ま
す
的
で
、
ご
科
潟
く
だ
き

し曹
貝
待
毎
月
第
一
一
一
水
岬
曜
日

務
総
務
十
九
年
皮
上
期
尚
強

化
学
、
お
よ
び
第
一
一
一
種
冷
凍
機

械
主
任
者
試
験
を
次
的
と
お
り

行
な
い
ま
す
e

V
試
験
白
時
昭
和
四
十
九
年

五
月
二
十
六
日
(
日
)

V
寂
蜜
受
付
期
間
四
月
十
七

E
か
ら
問
問
月
二
十
六
日
ま
で

軍
総
験
場
筋
子
築
工
業
大
学

va商
問
的
援
山
両
先
千
葉
県
商

γ
ゐ
品
再
総
務
T

ム岩瀬珊碍〈
4
T
禁中巾

士
市
場
前
判
一

i
一
)
滋
織
の

間
関
七
一
一
!
一
一
三
!
二
七
一
一
一
一

i
m閑
骨
肉
げ
惚
ガ
ス
数
線
級
輸
納
涼
十
叩

品
鼎
務
次
耐
棋
の
綴
術
品
に
よ
り
、
総

数
制
作
絞
め
一
組
酬
を
A
m
総
督
れ
る

こ
と
も
為
号
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
組
臨
機
綴
典
課

〈吋八一一
!
a
一
一
蕊
一
)
ま
で
お

問
問
い
合
せ
〈
だ
さ
い
。

{
緩
溶
接
輿
蝿
時
)

左
記
町
方
々
か
ら
、
福
枇
事

業
へ
と
、
骨
骨
付
が
あ
り
ま
し
た
e

あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

V
神
戸
市
可
}
串
ん
(
制
問
一
円
一
八

。
相
関
)
金
五
千
円
抽
出

帯
構
脇
陣
地
獄
酬
明
串
ん
(
湖
品
ム
同
七

i
十州問

l
r品七
l
一
。
…
〉

会
…
方
的
刷
出

四

v-
小
制
調
拍
蹴
醐
勝
幸
ん
〈
策
務
総
制
叩

欄
間
拘
嶋
制
問
中
小
欄
間
ケ
綴
丸
一
六
九
〉

金
一
一
予
約
滋

V
一
一
時
一
鈴
嬢
一
一
帯
幸
ん
〈
晶
士

l
悶
)

金
ぢ
手
間
門
刷
出

構

議

午
後
一
日
時
か
ら
二
時
珂

軍
場
縄
問
総
帥
搾
繍
階
部
間
帯
地

U

開
問
七
一

i
六
七

i
…

一

七

ww
銭
湯
援
緩
都
府
外
科
同
r

磯
子
手
蝿
棋
を
ど
持
参
〈
ば
普

い
。
(
品
制
緩
輸
措
叫
問
〉

識
誌
ガ
ス
簸
糊
問

主
使
者
試
験

附
明
制
柑
問
問
十
九
年
度
上
綴
務
庁
出

家
ス
級
官
犯
主
任
者
試
験
を
次
的

と
お
ヰ
行
金
い
ま
す
。

V
試
験
現
誇
昭
和
間
四
十
九
年

五
月
一
一
十
六
冨

(g)

V
願
書
受
付
制
間
間
四
期
間
符
月
十
七

尽
か
ら
間
間
同
月
二
十
六
百
ま
で

甲
紋
験
滋
節
子
築
工
業
火
器
e

v
審
開
酬
の
後
山
刷
先
予
察
捕
時
期
間

不
労
働
雨
期
ヱ
裁
緩
〈
品
参
議
京
市

市
場
制
町
一
5381

二

鐙

銭

。

限
公
一
一

l
ニ…ェ

i
二
七
一
一
一
…

i
間関
仲山添削附
M
附
内
免
殺
を
お
純
付
ち

の
ガ
は
、
絞
殺
制
抑
隠
の
う
%
、

九
寓
朗
酬
も
し
く
は
…
畿
の
終
悶
H
U
同

免
除
草
れ
ま
す
。

〈
わ
し
〈
は
、
経
池
間
後
船
時
務

(
八
二

i
一
一
五
一
)
ま
せ
お

問
い
ん
n
せ
〈
だ
事
い
。

(
経
清
鍍
異
議
)

窓口丸、しましょう
静納税のお願い4

軽自動率税の納織は
4月30おまでです。

持政欄識
人欄擁購欄鵠

否定通事役・ニ1::1潟鴻罪認・宮民躍革問屋話など心配

ごとがありましたら、この機会にもr!Vこ了穏

談〈だきい号警費F程Iま無料て*す。
今Fさのl1l霊長後i船主、次めと叙号行ない
ますのでご;fUJfl<だ普い。

箆 華寺・・....*・.4湾総B (1<l 

4子高官事費寺30分から午後4P事まで

場 競…・...~.害時燃や・繍枇センタ

揖税i主、私たちの主主的を明るく量豊かにす

るためのi穏で十。

4l'l2普段 〈火〉

今二諸官1喜多寺から午後3絡まで

機総会主主後

i変主な Z義党主主 (j予言聾:1;)
主主熱帯4ミ7三党主紅

秋長日後務先生色〈総惨事警錆)

)11狩f謹機先生色

障害

食事轟 話時

台穏重義負

官民

赤十むドはみな郡んの費量しい心と力

者合せて、人記盤、・公取・中立・独立・
翌笹t士参戦…・t蛇ザ事燃の1:::産主語誌に従って、
十三許等導要緯iエ努力しております9

こ問機十と炉実斜撲のltf!塚i立、社Jj{内
約める全土警警や議事付金によってまかな

われております。

に!J詩人し

たしましょう e

a李総書告患P:Jて‘す.
(J家主主懇}

て
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機えるゴミの~交藤岡 撚えないゴミ と牢るゴミのi説畿日 事韮 大 ゴ 句、、、

@揺す久消草堂材紙くず、府議二、わらくず、木綿くず、コドくず 設かん、空ぴん、グラス、淑戸物、くず、

(長さ5Qc璃以下〉、級紙等 E夜空撃の外、焼やすと有祭主主物質合践すもの。
テレビ、ステレ庁、 J令
機感、洗漆機、家具、

〈多量に出す毒事業所分は除<) (プラスチック類、ゴム類、皮事類、がん呉等〕 マットレス、自転主春、

乳母港、建築廃材

紙 接 入(無料) 紙袋又i草、ボール繍入で揺電したもの(無料) {袋入11，、ま寝入れに出来ないもの}

. 
i渓集日 主事 ま護 収 i長 Eま まま 詩文 3義お 事 す長 絞 集 区 議室 揖処霞

(午前)…鈴木選本燃ごま話係二子第四 f手匁 1日 卒者!riダンプ:綴F.幸町富 1.2丁目
一

白から市めま控室認する場所

小学主交
(耳世絵;実関建寺巡互主総)jこ漣

月・水・金 すI~ゴール事 i (午後) 天王様→公間巡り崎山 3日 " ときわ1.2T札本葬JI.2τg
搬しでできい。

→達先通り AIま銭治会、グループのの

58 " 白山1.2γ滋
込;こよ号、市潔境衛生毒薬と

{午詰年)..・消防護5ご鈴木屋本経
i奴主義8を協議議のi二有料で遂'

~.木・二七 オルゴーjレ事 78 " 本蔀T3了弘総1.2γg 緩いたしまず。

{キ後)…栄町一線
事跨 " 公隊長室1).我孫子新民主ままを

事投手長時間

終日を除く王手録

f民F人新富，ときわ， 13山1.2了銭 11お ，〆 苦手1.i2了礼栄，いずみ 午前9持から午後4締まで

月・氷 綴塁2ダンプ 上記終算委以外i立、 F守を閉鎖
務総建 立ド露T1.2.3了日.ifi.ァド1 13日 " 青山署 若謀総 いたしますのですてられま

せん。
158 " 抜本，久導要事，ゑ室長i事事委1.2γ凶.簿上 27，8下， 主教， 串費用

火 e金 総!riダンプ 高野U1，天山王命令3転手提孫子 ヶ戸， 11 El " 軍需撃fU1.天王台 一絞家庭の綴玉工事費F廷は 100問者s.育 ，脅u1会希事長喜寿，いずみ，
主主木2丁目， 久王子家， ま:毛主i掌

198 予京総滋そ/，-，下ヶ戸
k膏まで無料ですが、象者が

" 濯機して投棄する護費用は有

中毒事下，中思，草月仏続本
218 " 湖北世話.1潟者3

料です。
お佐下，布佐F在，る若葉

水・:土 幸喜怒ダンプ
f 1 ~6 丁目 i

運搬する場欝話事 ~tム口 t8-10丁目! 23臼 " 中喜争上， φ量舎で

公Ifl .木 i繍奴ダンプ 長O~事2号線. 95号機
258 'ぜ， 中堅参事章容 1.幾えるブミ iま

E毒
火・金 23-59号機， 事3.事44多様 27臼 " 善野*.;j皆{主台

中毒事2264

fi " 我孫子クザ…ン-l!ンター

埼3水・土 " 1 ~22号棟 29日 " 若宮{主“F.布佐来事E {じん芥先主主帯主義)

2.燃えないもの、 AIま有害毎

事主主業主 事注意 となるゴミ、組大工:fUま

(1)話紛の場所lこ袋づぬiこし、滋日午前8的扮ま (1)必らず差益入かダンボール総入れにし檎包して下 浴後浅間的主主立地

でにおしていドきい。{必らずそめ関内線iこ出してード きい。 iまら物i土手議込に危険であるし、 i以後総務が 襲豊富貴
きい) 低下するので衿lここ了協カ下さい。

気口象会 11臨謙治
(2 i 1&業日が裏書8、休日に当った機会i主、次闘まで ( 2) J奴祭場所は、ステ ション看板のあるころにそ
家庭iニ保管L絞主義日以外は出きないで下さい。 の隠の籾8時30分までにtおしたものに絞ります。 5議鵜4鶴/子 D 0 0 1" ~成部

その日以外又i主、 i双主義したt去にはよおきないように
( 3)ゴミ袋は丈夫な結忠告誌を{後潟し、散乱しないよう

ご注意向fjきい。
iニ後，室主し、築稜所|滑i授の建築緩iこ迷惑をかけないよ モー 札機務うにして下さい。 ( 3 )収集8州本段、終隠等iこさ語った場合i立、翌日収 セ

主義いたします。
( 4 )可燃物のを建的中iこは、不燃物、ピニネール、プラ

スチック製主主連事移譲事となるゴミ i主、総支すに混入し 。"
ないようにして下さい。 a “ 

しE誌の汲取りは、 i夜祭事が20悶佼の閑軽重で巡箆!f文集ドたします。
し康校集計画・・…....・H ・..汲取りゅ込み、手数料の間合せ1:1:(82) 1151内線2330搬し空事の絢合せは (88)25470 

浄化f替を霊愛媛している家庭は、年3鑓iま浄化槽清掃重量殺に緩んで管理を良くし近所の伎民

し尿i字化槽の管理...・H ・こ迷慾をかけないようにして下さい。
(82) 0 8 6 9 3発孫子市の処現業務待望義遺言i: .大山清潔 eUll-3-5 

2.和光商事審 議議妻子Ul271 (82) 7 2 5 5 

(l):Ul!の所有者または管理霊著者{主、その土地を泌i潔にする義務が法律でま在められていま

すのでを当分の土地をきれいにし、また、不法投薬をさFれないよう対策をしなiすればなり

不法投票繁簡止対策...・ M ・.. ません9
( 2 )みだりに!発事終物をま舎でないよう法律て・2なめられてが号ますので、もし発見したら替
芸書又iま環有亀裂符#:.織に滋事設して下きい。iゑsl.尊重をなくすよう後零んのご協力をお緩いします。
(3)警護薬物の処獲に闘っているものは、綴淡衛生課iこ凋合せ4持活売を受けて下きい。

みやすいところ誌はってお設ましょう。
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